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　食料品を販売する店舗では、消費/
賞味期限を過ぎてしまった商品は廃
棄せざるを得ず、食品ロスが社会課
題となっている。国内で発生する食品
ロスは年間646万トンといわれる。
　課題解決に寄与するサービスが

　物流に使われる車のうち、運転車
（トラクタ）と荷台（トレーラ）の組み合
わせにおいては、車載器および電源
設備のないトレーラの動態管理は難
しい状況にあった。
　富士通交通・道路データサービス
では、バッテリーフリーのBluetooth
ビーコンでトレーラを識別するシステ
ムを開発し、クラウド上でのトレーラ
管理を可能とした。
　車の運行時は、トレーラに取り付
けたビーコンと、ドライバーのスマー
ト端末の情報をもとに、トレーラの位
置情報や荷物運搬状況、整備・点検
情報などを可視化する。
さらに、ドライバーがトレーラの牽

消費/賞味期限間近の食品をアプリで紹介、ロスを低減

通信手段を持たないトレーラの動態・積荷を見える化

NTTドコモの「ecobuy」である。
　消費者には「ecobuy」アプリを提
供する。消費/賞味期限が近い食品
を購入した消費者は、スマホのアプリ
でレシートと期限情報を読み取るこ
とで、ポイントがもらえる仕組みだ。

さらに期限の
残日数が1日前
になるとアプリ
でプッシュ通知
を行う。消費者
は、ポイントを
得つつ、食品ロ
スの削減を応援
できる。
　店舗スタッフ

引・切り離し時にスマホから情報を入
力することで、これまで集めることが
難しかった貸出先や遠隔地にあるト
レーラの情報も簡単に一元管理でき
るようになった。
　企業間でトレーラを共用利用して
空車の走行をなくしたり、多くの荷物

にも管理システムを提供し、より売り
切るために、在庫状況に応じて「おす
すめ配信」等をできるようにした。
　実証実験を行った店舗では、ス
タッフによる値引きシール貼り付けな
どの作業時間が削減された。さらに、
ユーザーの90％が「食品ロス削減へ
の意識が変わった」、88％が「継続し
て利用したい」と回答しており、消費
者側にも付加価値を提供することが
できた。
　当システムは自治体との連携によ
り、消費者への食品ロス削減行動に
対する報酬や表彰なども提供が可能
であり、持続可能な社会づくりへの貢
献が期待される。

を運搬できるトレーラを有効活用し、
物流業界の効率化が期待される。
　利用企業からは、「事故や渋滞時
の現状把握が容易。荷主からの問い
合わせにも対応できる」「稼働率向上
を図ることができる」などの成果が報
告されている。
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